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午後２時００分 開会 

高齢福祉課長  定刻となりましたので、会議を始めさせていただきます。 

 ここ最近はすごく暖かい日とすごく寒い日で、本当に気温差が

激しくて、私もついていけないような状況ですけれども、引き続

き外に出ることが多い方は気を付けていただければと思います。 

 今年度もあと残すところ２カ月少しで、今年度の振り返りをし

つつ、そろそろ来年度に向けてのことも考えながら業務に当たっ

ていく方が多いかと思いますけれども、引き続きこの協議会はあ

と１カ月、３月がありますけれども、今年度もこの協議会の中で

もいろんなことが協議されてきていますので、引き続きこういっ

た場で話し合って課題解決に向けて協力していけるかと考えてい

ます。 

 私からのあいさつは以上です。では、会長、お願いします。 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、年が明けまして、昨年は大変お世話になりまし

た。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 今、高齢福祉課長からもお話がありましたけれども、第５回

というのは例年のことではございますが、一番寒い時期の開催

でございまして、今日は比較的この時間は過ごしやすいという

か、ましなのですが、そういう中でもこの寒い中お集まりいた

だきましてありがとうございます。 

 今日も大変に盛りだくさんでございますので、どんどん進ん

でまいりたいと思いますけれども、その中でも積極的なご発言

を頂戴できればと思います。 

 今日は時間をしっかりと取らなければいけないと思っており

ますのは３の協議事項の１番、今、課長からのお話にもありま

したけれども、今年度の振り返り、ここの部分。 

 資料でいうと、資料４番。こちらの時間を取りたいと思いま

すので、委員の皆さま方からも一言ずつ後ほど頂戴したいと思

いますので、あらかじめお願いをしておきたいと思います。 

 本日の協議会の成立確認でございますけれども、９名の委員

の方のうち８名が出席でございますので、成立をいたしており

ますことを報告いたしておきます。 

 では、次第にのっとりまして、次第の１番です。前回議事録

の確認でございます。 
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 事務局からご説明ありますでしょうか。 

事務局  改めまして、本日もよろしくお願いいたします。 

 まず、資料の１、令和６年度第４回地域包括支援センター運

営協議会の議事録になります。こちらにつきましては既に見て

いただいておりますので、特に説明はございません。この場で

修正等ありましたら、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上です。 

 

会長  委員の皆さん、何かありますでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、この会議終了をもって前回の議事録は確定とさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 では、議事の２、報告事項に移ります。 

 （１）土曜日業務の取りやめについて、事務局からご説明を

お願いします。 

 

事務局  私から説明をさせていただきます。お手元の緑色のチラシ、

開所日の変更についてをご用意ください。 

 今年度、この協議会に議題として挙げられていて、その取り

やめに関して非常に協議して、最終的に議会にも報告して承認

をいただいて、正式に令和７年４月から土曜日の営業は取りや

めと決定しましたけれども、今までずっと続いてきたものが急

に変わるというところで、４月以降にちょっとした混乱はもし

かしてあるかもしれないんですけれども、この１月から３月、

先ほど机上配布されたまちねっとのほうにも掲載はされている

んですけれども、市の３月10日の広報に載せる予定でして、あ

とホームページにも順次周知をしていきますので、何とかこの

２月、３月の周知で４月以降の混乱がなるべく少なくなるよう

な形で実際のところで運用できればと思っていますので、よろ

しくお願いします。 

 今回、いろいろ外向けには包括のほうの土曜日の職員配置を

平日にすることによって、平日の体制で相談を手厚くするとい

うことがまず一つあります。土曜日勤務ということで、そこが

職員の応募のネックになっているというところで、その部分の

人材の確保についての解消を大きな２つのポイントとして説明
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はしていますけれども、何とかこれが来年度以降の体制も含め

ていい方向に行けばと考えております。 

 私からは以上です。 

 

会長  ありがとうございます。委員の皆さま、何かご質問はありま

すでしょうか。よろしいでしょうか。 

 この取り組みが人材確保、また持続可能な円滑なセンター運

営につながることを期待して、よろしいでしょうか、以上でご

ざいます。ありがとうございました。 

 では、次に移ります。 

 （２）地域包括センター運営事業の見直しについてでござい

ます。 

 事務局からご説明お願いします。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 続きまして、資料２をご用意ください。こちらにつきまして

は、前回、前々回とこの運営協議会の中でもご報告・ご協議い

ただいているものについて、最終的に介護保険課と介護予防推

進係と調整ができましたので、ご報告をさせていただきます。 

 （１）から（７）までの項目がありまして、主なところをご

説明させていただきます。 

 まず、（３）地域密着型サービス運営推進会議でございま

す。こちらにつきましては、施行規則上、市職員もしくは地域

包括支援センター職員が出席することとなっておりまして、こ

の制度が始まった当初から介護保険課と地域包括支援センター

で役割分担をして対応をしてまいりました。 

 事業所数の増加に伴い、バランスが保てなくなってきており

ましたので、一度全ての事業所を洗い出しまして、役割分担の

見直しを検討させていただきました。 

 お示しのとおり、地域密着型サービス事業所は市内に54カ所

あり、そのうちの35カ所が会議の開催をおおむね６カ月に１回

となっており、年間延べ70回の開催を行うことを求められてい

ます。残りの19カ所につきましてはおおむね２カ月に１回の開

催が求められており、年に114回の開催が必要となっておりま

す。 

 今回、介護保険課からご提案いただきまして、おおむね６カ
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月に１回の事業所35カ所を地域包括支援センターが担当しまし

て、残りの19カ所につきましては介護保険課で担当するという

役割分担になりました。 

 35カ所のうち、地域性がありましてばらつきがあるので、こ

ちらの振り分けにつきましては、基幹型地域包括支援センター

に調整を依頼しております。 

 （７）追加項目となっておりますが、センター長会議で上が

ってきたものを介護保険課と協議をしたものになります。 

 現在、高齢者介護福祉計画の中では、居宅介護支援事業者等

連絡会、訪問介護事業者連絡会、通所介護サービス事業者連絡

会、この３つの連絡会を介護保険課が基幹型包括支援センター

に委託をして運営をしております。 

 それぞれの連絡会には幹事会がございまして、地域の事業所

の代表、介護保険課が中心となりまして、基幹型地域包括支援

センターが事務局となって、年３回程度行う連絡会の内容を決

めているというような役割ございます。 

 居宅介護支援事業者等連絡会幹事会には各地域包括支援セン

ターの主任介護支援専門員が当初から幹事として関わりを持っ

てまいりました。しかし、幹事会は月に１回の開催でして、負

担も大きくなってきていることから、ほかの事業者連絡会と同

様に地域型の地域包括支援センターの職員の参加を見合わせる

ことといたしました。 

 なお、基幹型地域包括支援センターが事務局として出ており

ますので、こちらで居宅介護支援事業者等連絡会に限らず、訪

問介護事業者連絡会や通所介護サービス連絡会での課題ですと

か、こちらに取り上げてほしいと地域包括支援センターが考え

ることに関しましては、センター長会議やこの運営協議会など

を通じて基幹型地域包括支援センター経由で幹事会の皆さまに

お伝えをしていくというような流れを取りたいと考えてござい

ます。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

 

会長 

 

 

 ありがとうございます。何か委員の皆さん、ご質問、ご意見

はありますでしょうか。よろしいですか。前回からの話で流れ

もあるので大体皆さんはご納得いただいていますかね。ありが
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とうございます。 

 では、後ほど何か気が付いたら、また戻っていただいても結

構でございます。最新のご報告をいただいたということで了解

をいたしました。ありがとうございました。 

 それでは、いったん次へ進めます。 

 ２の（３）、地域包括支援センター運営協議会の方向性につ

いてでございます。 

 これもまた事務局から何かお願いします。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料３をご用意ください。こちらは、当該運営協議会の方向

性について、新しく委員になられました方々も１年がたちまし

たので、改めて令和７年度に向けて運営協議会の役割等につい

て確認をしていきたいと考えております。 

 まず、１につきましては介護保険法上の地域包括支援センタ

ーの設置の役割が書かれておりますのでご覧ください。 

 地域包括支援センターは、地域包括ケアシステムの構築・深

化・推進のために設置されたセンターとなっております。 

 地域包括支援センターの業務につきましては、既にご承知の

とおり、地域支援事業、指定介護予防支援事業ということで、

２つの事業から成り立っておりまして、大きく分けるとこのよ

うな形になっていて、この中に総合相談ですとか、予防プラン

作成、ネットワークの構築等の業務が役割として挙げられてお

ります。 

 簡単に申し上げますと、一番下ですけれども、「立川市の高

齢者が、介護が必要となっても、認知症になっても、安心して

住み続けることができるよう地域づくりを行うこと」というの

が地域包括支援センターの役割となっております。 

 続きまして、２地域包括支援センター運営協議会の役割とな

っておりまして、当該の皆さまに御協力いただいている本協議

会のことでございます。 

 地域包括支援センター運営協議会は、介護保険法施行規則と

いうものによって行うことの設置がされている会議体になりま

す。その中で、立川市地域包括支援センター協議会設置要綱と

いうものがございまして、この中で協議事項として協議会の役

割が記載されております。 
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 （１）センターの設置に関することにつきましては、なかな

か６つの地域包括支援センターで足りるのかというようなご意

見もたくさんある中で、さらに、委員からも他市のように土足

で上がれるような路面に面した誰もが入りやすい立地条件が整

えられないかというようなご意見もありますけれども、なかな

か厳しいかなと思っています。 

 （２）センターの運営・評価に関すること、このことに関し

ましては、月例報告としてあげているところです。 

 以下、（３）（４）ということで、この協議会の役割が設置

要綱の中でうたわれているところになります。 

 本日の議題にありますが、センターが予防給付・総合事業の

ケアマネジメント業務を委託できる居宅会議支援事業所の選定

変更に関することが（６）にありますので、予防のプラン、総

合事業のプランを包括支援センターが委託する際にはこちらの

協議会の承認をお願いしております。 

 その下の図ですけれども、こちらは、９期の高齢者福祉介護

計画の中にも載っている図になります。 

 左側の図につきましては、９期の計画を、一言でいうと図に

表すとどういうものになるかというものを図にしたものになり

ますので、ご覧いただければと思います。 

 本日説明したいのが右の図になります。「立川市地域包括支

援ネットワーク循環図」となっておりまして、こちらも何度か

こちらの協議会でもご説明をさせていただいておりますが、立

川市は３層構造の体系をつくりながら、地域包括ケアシステム

を構築し、推進を進めております。 

 一番下の第３層のところは個別ケース。第２層のところは、

地域包括支援センター、地域福祉コーディネーターが活躍しま

す日常生活圏域レベルというようになっています。 

 この地域包括支援センター運営協議会につきましては、第１

層。これは市全域というように書いてあると思いますが、オー

ル立川の会議体にこの地域包括支援センター運営協議会があり

ます。 

 図を見ていただきますと、下に地域ケア推進会議というもの

があると思いますが、こちらで第２層の日常生活圏域の中で上

がってきた課題を、地域ケア推進会議の中で検討していく。さ
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らに、地域ケア推進会議の中で検討されたものがこの地域包括

支援センター運営協議会に報告されて、さらに検討が進むとい

うような形になっております。 

 会長には、大変お忙しい中、この地域ケア推進会議のアドバ

イザーとして参加していただいておりまして、地域ケア推進会

議とこの運営協議会がつながっているような状況になってござ

います。 

 これら検討をされた内容を最終的には介護保険運営協議会に

も報告をしまして、これからですと第10期の高齢者介護福祉計

画に反映をしていく仕組みとなります。その計画に新たに反映

されれば、最終的には第３層の個人レベルのところに、この方

たちが生活しやすい立川市になっていくであろうということ

で、循環図というように名付けられている図になります。 

 次のページですけれども、立川市は現在17の会議体を運営し

ておりまして、この地域包括支援センター運営協議会は２番目

に位置しております。一番上の介護保険運営協議会が一番偉く

て、次が地域包括支援センター運営協議会ということではあり

ませんけれども、こんな形で17の会議体について１年を通じて

運営をしております。 

 これらの会議体には国が決めた５つの機能というものがあり

まして、①個別課題の解決、②ネットワークの構築、③地域課

題の発見、④地域づくり・資源の開発、⑤政策形成がこれらの

会議体の役割・目的となっております。 

 立川市はプラスワンということで、真ん中になりますが、

「専門職支援」という役割も持たせるような形で仕組みづくり

がされているところでございます。 

 地域包括支援センター運営協議会の役割としては、「地域づ

くり・資源開発」、「政策形成」となっておりますので、こち

らの役割につきましても意識していただいてこの会議に参加し

ていただけるとありがたいと思っております。 

 次に年間スケジュールですけれども、現在立川市では６回の

運営協議会を開催しております。年に６回開催する自治体は非

常に珍しくて、年に１回しかやっていないところとか、年に２

回しかやっていないところが多い中、立川市では平成18年から

ずっと年６回開催をしてきているところでございます。 
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 また、地域包括支援センターの職員が出席するスタイルを取

っているところも非常に珍しいとのことです。さらに、そうい

ったところは最近増えておりますけれども、発言ができないと

いうような、ただその会議に参加しているだけというような自

治体もあるようでして、立川市ではそうではなくて、しっかり

とセンター長がセンターの声を直接委員の皆さまに伝えていた

だく場ということでこの場を設けております。 

 第１回から第６回のおおまかなスケジュールはご覧の通りに

なっております。本日は第５回目になっておりますので、会長

のお話にありましたとおり、前年度の振り返りと次年度の実施

方針案の策定ということで進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 ３月には第６回がありますので、本日の振り返りの報告をご

承認いただきまして、高齢福祉課が作成した実施方針案のご承

認をいただきましたら、それを基に３月の運営協議会の時には

次年度の計画を各センターが作ってきて、この協議会で承認さ

れたら４月からスタートという形を取りたいと考えておりま

す。 

 いろいろとご説明をしましたけれども、地域包括支援センタ

ー運営協議会の役割としては、地域包括支援センターの運営が

円滑、効率的にできるように応援すること。今は人材確保です

とか、センター業務の確認・評価というのが非常に大きな役割

をお願いしたいと考えているところでございます。 

 たびたび福祉相談センターについても協議をされてきました

けれども、次年度につきましても、さらに福祉相談センターの

役割、在り方についてご意見、ご提案をいただけるとありがた

いと思っております。 

 それから、17ある会議体の中のほかの会議体の機能としては

ない政策形成に関することということが大きな役割になってお

りますので、ぜひご協力いただければなと思っているところで

す。 

 これらの説明につきましては、委員の皆さまにこの役割をお

願いする時にご説明は申し上げているものにはなりますが、恐

らくその時よりも１年間委員を担っていただいた今聞く話とま

た違うと考えましたので、本日お時間をいただいております。 
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 説明は以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。ということでございました。何か確

認しておきたいところが委員の皆さんありましたら、センター

長さんでも結構です。何かありましたらご発言お願いします。

大丈夫ですかね。まとめてぎゅっとしていただいたら分かりや

すいですね。ありがとうございました。 

 では、次へ進んでまいりましょう。 

 （３）の協議事項①でございます。今年度事業の振り返りの

ところでございます。先ほども申し上げましたけれども、これ

から少し時間を取ってご説明をいただきますので、その説明が

終わりました後、各委員の皆さんから一言ずつご発言をお願い

したいと思います。 

 では、事務局からまずお願いします。 

 

事務局  続きまして、資料４と、資料４（追加）と、たかまつ地域包

括支援センターより報告２点という、この３つの資料をご用意

ください。 

こちらにつきましては、毎年12月になりますと地域包括支援

センターと在宅支援係、地域福祉コーディネーター、認知症地

域支援推進員と１年間の振り返りを行っておるものになりま

す。 

 12月の時点で１年間の振り返りといいますと少し早いような

気もしますけれども、この時点で気付いたものにつきまして

は、１月、２月、３月で完成させるといったものもありますの

で、12月に振り返りを行っております。 

 ここからは、ふじみ地域包括支援センターからまず地域包括

支援センターの振り返りについて、各所３分ぐらいで報告をさ

せていただいた後、福祉相談センターにも報告していただき、

委員の皆さまからの質疑応答、ご意見を頂戴できればと考えて

おります。 

 ちょっと長い説明になるかと思いますけれども、よろしくお

願いいたします。 

 

ふじみ地域包 それでは、ふじみ地域包括支援センターにあります資料４の
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括支援センタ

ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めくっていただきまして１ページ目をご覧ください。こちら

が、高齢福祉課の皆さまと振り返りをした基幹型の市全体の記

録になります。 

 特に２ページ目の隣のページの中断の重点的に取り組むべき

業務、事業につきましては、①の先ほど事務局からもご説明の

あった地域包括支援ネットワーク循環図、また立川市会議体一

覧にある会議体を基盤として地域包括ケアの深化・推進に寄与

しました。 

 ②につきましては、市内各地で行われています健康フェアで

あったり、それ以外にもいろいろな場面でＡＣＰの意識調査と

いうことでシールアンケートを行いました。これは、認知症地

域支援推進員であったり、介護予防業務連絡会からのアイデア

を基にして、市内全体で展開していったことになります。 

 また、これは経年変化を考察することによって、そういった

ＡＣＰ、特にどう亡くなるかという視点よりも、どう最後まで

立川で生き抜くかという視点を持って、その周知方法、そうい

ったことの検討のきっかけにすることができています。 

 ③④につきましては、自立支援会議ということで、本格実施

は次年度以降になりますが、地域包括支援センターの主催で各

圏域で始まっております。 

 各圏域とも事例提供でケアマネジャーの皆さまにご協力をい

ただきまして、そういった連携を持ちながら各圏域での展開が

広がっている状況です。 

 こういった会議等を通じまして、ケアマネジャーの委員にも

来ていただいています。ケアマネジャーの皆さまは、やはり介

護保険を進める上では非常に重要な役割を担っていただきます

ので、そことの連携が進んだと理解しております。 

 あと、各項目につきましてはいろいろありますが、またご覧

いただきまして、最後に全体を通して共通するものに関しては

またお答えできたらと思っております。 

 ページをめくっていただきまして７ページをご覧ください。

こちらは、ふじみ地域包括支援センターの地域型ということ

で、その振り返りになります。富士見町、柴崎町を担当するエ

リアの振り返りになります。 

 こちらにつきましては、やはり重点取り組み事項ということ
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で、８ページの中段をご覧ください。 

 ①の小地域ケア会議において２カ月に１度行っている会議に

なりますが、これも循環図の中で地域課題の発見であったり、

ネットワークの構築というところを達成できるよう、これもほ

かの圏域の取り組みも十分に参考にさせていただきながら、包

括内で地域コーディネーターも含めた検討ができて、実施もし

ております。 

 また、②につきましては、地域住民の方が気軽に集い相談で

きる場ということで、こちらは全部型の地域福祉アンテナショ

ップが第１地区、富士見町、柴崎町の圏域にはありませんの

で、改めてこの必要性を確認していくというところとともに、

これは次年度の実施計画になっていきますが、この全部型地域

福祉アンテナショップの設置に向けて、地域コーディネーター

も含めた連携、協働をより密にしていきたいと思っておりま

す。 

 あとは、一点だけ。公式ＬＩＮＥを始めまして、遅ればせな

がらＤＸ化というか、そういったものも駆使しながら、地域の

人材であったり、ネットワークを構築していきたいと思ってお

ります。 

 ふじみ包括からは、簡単ではありますが、以上になります。 

 

事務局 

 

 続いて、はごろも包括、お願いいたします。 

 

はごろも地域

包括支援セン

ター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はごろも包括です。よろしくお願いいたします。はごろも包

括の振り返りにつきましては、13ページ以降になります。14ペ

ージの振り返りシートの、重点的に取り組むべき業務、事業の

ところをご覧ください。 

 ①の地域住民の地域活動や支え合い活動が機能するようにヒ

アリングや課題抽出を行うという目標を立てていましたけれど

も、既存のグループや集まりに出向いたり、包括に求めている

ことなどのヒアリングに関して、会話を通じて行いました。 

 抽出した課題やニーズの共有までは包括内でできていました

が、解決には至っていないというところです。 

 しかし、ちょこっとボランティアさんの数が錦町は少なかっ

たということは一部課題に上がっていたんですけれども、今年
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度はちょこっとボランティアさんの登録数が錦町で一気に14名

増えたというところで、こういう顔出しとかがそのような登録

につながったかなと思っています。 

 また、③の認知症の見守り声かけ模擬訓練の普及のための活

動といたしましては、認知症サポーター養成講座等で作成した

動画を流す形でＰＲを続けています。写真よりもやはり動画の

ほうが視覚的にも聴覚的にも感覚で捉えられるのでいいかなと

思っていますので、今後も続けて流していきたいと思っていま

す。 

 同じく、認知症施策についての取り組みに関してなんですけ

れども、ちょっと戻っていただいて13ページの３の第２層の取

り組みのところで、②認知症当事者の活躍の場としてベーグル

を作りながら会話を楽しんだりするということをプレで開催さ

せていただきました。２月に第１回のプレではない本番を予定

しておりますのと、来年度以降も引き続き当事者参加の場を確

保していきたいと思っています。 

 あとは、15ページの２のところです。ここでお伝えしたいの

が、①の２地区「ならでは」を明確にするという目標に基づい

て、包括支援センターで受けている8050の相談と、地域福祉コ

ーディネーターの持つ圏域の施設、障害者施設とのつながりか

ら、障害の子を持つ親亡き後に向けた講座を開催することがで

きたというようにしています。３月の年度内にももう一回予定

しておりまして、社協のあんしんセンターと障害のほうの部署

と地域福祉コーディネーターと共催で企画を続けています。 

 簡単ではありますが、以上になります。 

 

たかまつ地域

包括支援セン

ター 

 

 

 

 

 

 

 たかまつ包括支援センターです。よろしくお願いします。た

かまつ包括は19ページからになっております。 

 20ページの四角２つ目の、重点的に取り組む業務、事業のと

ころを中心にご説明したいと思っているんですが、①として地

域全ての世代を巻き込んだ地域づくり、②新たな社会資源の発

掘と構築、③地域団体や企業との連携強化による福祉力の向

上、④一人一人が自分らしく生きるためのＡＣＰ周知啓発とい

うことで、重点事業として提示させていただいています。 

 ③の地域団体や企業というのは、例年どおり企業さんから講
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師の依頼があったりしながら、面談に時々向こうさんからも来

てくださるので、お話をして情報共有したりというのはそのま

ま継続できています。 

 それから、④の一人一人が自分らしくというのは、ＡＣＰの

周知については、総合相談でいらっしゃった方はエンディング

ノートをお配りしてご説明するとか、その都度ＡＣＰについて

は職員がご説明するというような形でこの後も取り組みをしま

した。 

 ①と②のところは、今年度はたかまつでも結構これは大きな

成果だなということがありまして、別紙にまとめさせていただ

いております。 

 立川国際中等教育学校と市立第二小学校での取り組みのこと

が書いてあるんですけれども、両校には運協で発表させていた

だくことはご了承いただいていますので、ご校名はそのままお

伝えさせていただきます。 

 たかまつ包括より報告２点というシートで、まずは立川国際

中等教育学校の取り組みということでご説明しますと、実は昨

年の秋から中学３年生の家庭科の授業なんですけれども、高齢

者との交わりとか福祉用具の使い方など、そういったものの指

導で協力いただけないかということでお話をいただいていまし

て、中学３年生の授業のお手伝いを2日間にわたってさせていた

だきました。 

 福祉用具事業所の協力を得て福祉用具等も貸していただき、

実際に高齢者の方に車いすに乗っていただいてどういうふうに

操作したらいいのかといった体験もしていただくということ

で、大変に好評で、また先生から来年度もお願いしますという

ことでお話をいただきました。 

 この時が初めてだったんですけれども、高齢者の方や地域の

方に声をかけて、ボランティアで参加していただくということ

で、参加された皆さんは楽しかったということで、生き生きと

して帰られたということがありました。 

 そして、今年に入りまして、ちょっと文章が分かりにくくて

申し訳ないのですが、６年８月、これは先生との打ち合わせ

て、今年度は中学３年生と高校１年生の２学年にわたってご協

力いただきたいということでご相談がありました。 
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 実際には、６年10月から11月にかけて高校２年生４クラスあ

りますので４日間で、またここのパナソニックさんにご協力い

ただいて車いす、歩行器、杖をお借りしました。また、社協さ

んから高齢者体験グッズをお借りして、実際に学生がそれを付

けて高齢者体験したあと、グループワークで高齢者の方に参加

してもらって、高齢者の生の声を聞いていただくというような

形で行っています。 

 中学生のほうは、実は今日最後の授業がありまして、１月に

２日間にわたって中学生のほうも授業をしています。 

 この授業では、地域包括支援センターのご説明だけでなく

8050問題やヤングケアラーのことも講義でふれさせていただい

ております。 

 学校の取り組みは以上ですが、実は12月に立川国際の高校１

年生の、去年授業を受けた学生から孤食についてインタビュー

したいという連絡がありまして、包括の職員がインタビューの

対応をしています。その後、うちでやっているお食事会がある

ので、そこにも学生さんは参加して、実際に高齢者にインタビ

ューするというようなことも行っています。 

 授業のフィードバックとしては、高齢者との交流で感情表出

で涙をこぼしている学生さんや失語症の方が一所懸命伝えよう

としている姿を見て心揺さぶられるとか、そういったフィード

バックをいただいております。参加した高齢者も非常に楽しか

ったと好評でした。 

 第二小学校の取り組みもございました。高松町にある育て上

げネットさんと民生委員さんとたかまつ包括と地域福祉コーデ

ィネーターでずっとあたみプロジェクトといって世代間交流の

事業を行っているんですけれども、その流れで第二小学校のボ

ランティア「にしょぼら」とネーミングしているんですけれど

も、そのお手伝いをお願いできないかということで、高齢者を

巻き込みたいというご相談がありました。たかまつ包括として

は、高齢者が受動的な活動ではなく能動的に活動できる場づく

りということを目指して、０次予防につながると思いまして、

それに賛同して協力しています。 

 いろいろ紆余曲折あったんですけれども、振り返りを９月に

行ったところ、やはり高齢者になじみがないとボランティアに
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来てくれないということが分かったということとか、もろもろ

課題が抽出されていました。 

 その時に小学校５年生の市民科の先生から、地域のつながり

の希薄化、孤立、高齢化などのテーマに着目して、第二小学校

地域の課題を知り解決に向けた活動したい、授業でそれをやり

たい、また、第二小学校の掲げる心豊かで思いやりのある子を

育てる教育活動に地域の方にも参加してもらいたいといったお

話もいただきかかわらせていただきました。 

 地域福祉コーディネーターと役割分担をしながらやっている

んですけれども、たかまつ包括からは高齢者というのはどうい

う方々なのかという講義をさせていただき、それを基にして子

どもたちが交流会を開くといった活動が今まだ続いているとこ

ろです。 

 この成果としては、高齢者の方々に沢山参加していただいて

いるのですが、たくさんの高齢者をお願いしなくちゃいけない

ので、自治会さんとか、そういったところに手当たり次第にお

願いをすることによってつながりが出来上がってきたというと

ころがあって。実は今日の中学校の授業に参加してくれる高齢

者もあっという間に集まっちゃったんです。もう顔がつながっ

たので、ちょっと多過ぎるぐらいですとお断りしたいぐらい集

まってくれて、すごくつながりができてきているというのを実

感して感じられていて、非常にありがたい取り組みに参加させ

ていただいてよかったなと思っています。 

 その他にも、福祉人材の育成とかもろもろ、そういった福祉

の視点を持った方々を育てていきたいという種まきという観点

から、非常に有効であるんじゃないかということ。あとは、第

二小学校からは、単年度で終わりでなくて継続的にいろんな関

わりを持ちたいというようなご提案をいただいておりますの

で、それは来年度に向けてまた考えていきたいと思っておりま

す。 

 すいません。長くなりました。以上です。 

 

事務局  補足ですが、本日お配りしています曙・高松・緑町の『まち

ねっと』ですが、中を開いていただくと、右側のページに、

「学校の授業で地域の力が活躍」ということで、立川国際中等
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教育学校５年生の家庭科のことと、第二小学校５年生の市民科

のことを書かれております。にしょぼらの缶バッチなども載っ

ておりますので、こちらも併せて見ていただけると良いと思っ

ております。 

 では、続いて、わかば包括、お願いいたします。 

 

わかば地域包

括支援センタ

ー 

 わかば包括です。よろしくお願いいたします。わかば包括は

24ページからになります。 

 わかば包括では、令和６年度重点的に取り組むべき業務とし

て、栄町にあります２カ所の出張包括の場所の周知をするとい

うことと、またその場所を気軽に相談できたり立ち寄れる場所

として０次予防の取り組みを行うというものでした。 

 場所の周知という面では、自治会等のチラシの掲示や配布を

依頼したり、また近隣のスーパーや商店に足を運び説明をする

など行ってきましたが、思ったより利用をされる方は少なかっ

たのが現状です。 

 官舎の集会所においては、バス通りまで出るのも大変だから

この場所でやってくれるのはありがたいという言葉もいただき

ましたが、官舎集会所前の道は人通りも少なく、場所として気

軽に立ち寄れる場所ではなかったのかもしれないという反省に

なりました。 

 栄福祉会においては、毎週水曜日に包括職員がその場所にい

るということから、水曜カフェと題してコーヒーを飲みながら

おしゃべりできる場所を多くしました。定期的に参加される方

から、こういう場所ができてうれしいとの言葉をいただいてお

り、ある方の言葉なんですけれども、若葉町にあるＢＡＳＥ２

９８にも行ったこともあるが、自分に合っていなかった。水曜

カフェのほうがいいということを言われていました。 

 この方の言葉を聞きまして、やはり個々人に合った多様な居

場所が地域にたくさんあることが大切であるということを再認

識いたしました。 

 令和７年度は、官舎集会所においては定期開所等はせず、タ

ーゲットを絞り、この地域の方々に合った学習会を行うなど、

場所と内容を変えて活動していく予定でいます。 

 それと、６になります。ケアマネジメント支援業務のところ
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なんですけれども、ケアマネ業務５年未満の方の話を聞くため

に事業所に声かけし、関係づくりを行ったんですけれども、や

はり同じ事業所の中でも経験豊かな先輩に聞きづらいというよ

うなことも、同じレベルの方々同士だと業務の悩みを持ってい

たりとか、聞きやすかったりとかということがあったりして、

この会はとても有意義だったなと感じております。 

 わかば包括では、今年度は職員が複数退職するというわかば

包括としては大変なことがありましたけれども、その中でも実

習生から職員になっていただいた方もおりますので、実習生は

積極的に受け入れをし、受け入れた際には業務内容だけではな

くて、包括業務のやりがいや働いてみたくなるような話、雰囲

気を伝えられたのではないかと思っています。 

 簡単ではありますけれども、以上になります。ありがとうご

ざいます。 

 

さいわい地域

包括支援セン

ター 

 

 

 

 

 さいわい地域包括支援センターです。私どものセンターは29

ページ以降になります。私は、2017年に認知症地域支援推進員

の役割で専任になっていたので、こちらの協議会のほうには参

加していなかったんですが、１月から兼任をするという形に変

わりましたので、再び参加させていただきます。よろしくお願

いします。 

 さいわい地域包括の30ページにあります重点的に取り組むべ

き業務、事業のところですが、地域共生社会の実現ということ

で、地域福祉アンテナショップといろいろ連携して事業展開を

できればという計画を立てさせていただき、その中で今年度は

幸町スタンプラリーというのを企画・実施をしたのですが、残

念ながら参加の多くは既存の利用者であったり、途中ポイント

であったキートスやツクイに立ち寄られた方が少なかったとい

うことで、この企画は終了することにしました。 

 ただ、目的である地域福祉アンテナショップの周知ですと

か、０次予防というところに関しては、引き続き幸町アンテナ

ショップ実行委員会のほうで検討させていただく予定となって

おります。 

 一応、この計画の反省点としては、地域共生社会の実現と書

いたとしても、もうちょっと明確に評価しやすいような、こう
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あったらいいみたいなところを計画として挙げたらよかったの

かなという反省をしています。 

 第１層のところですが、振り返りの29ページのところに記載

がありますけれども、報告事項が２層のことであるため再考を

依頼したとあるんですが、実際に計画の段階でここに書いてあ

る内容も実は２層の内容だったということを反省しまして。と

いうことで、下のほうのＡＣＰについてはというところから追

考させていただいておりまして、ＡＣＰについては講座を行い

ますと受講生も必要性をかなり感じていらっしゃるというとこ

ろがありますので、少産多死時代に向けては次年度以降もＡＣ

Ｐについては周知・普及啓発のほうをやっていきたいと考えて

います。 

 あとは運営方針の記載がありますが、支援センターの事業の

継続性、持続性というところでは、わかばさんの隣で言うのも

なんですが、うちの包括支援センターの職員は異動や退職がな

いというところでは、包括支援センター機能の維持・継続がで

きるかなと自画自賛をしております。 

 続きまして31ページにいきまして、第２層のところになりま

すが、地域福祉コーディネーターさんとの共同で、さいわい地

域懇談会として防災、歩いて危険個所のチェックをしようと題

したまち歩きから住民らの意見を吸い上げ、結果、市議を通じ

て道路課へ意見書を提供しました。１カ所、道路の陥没が水道

管からの漏水であったということが判明しまして、大きな陥没

に至る前に、今後、水道管交換がなされるという、住民からの

意見を吸い上げて結果が出たというのが良かったことかなと思

っております。 

 最後になりますが、４の災害への備えに関しる講座を実施し

ていきますと計画に書かせていただきましたが、災害への備え

に関しては日常時から今やっていること、日頃の備えがとても

必要という感想が得られています。また、在宅避難という今年

度新たな言葉を私たちは聞きまして、今後、そちらについても

周知・啓発をしていく必要があるのではないかと考えていま

す。 

 

かみすな地域 かみすな包括支援センターです。よろしくお願いいたしま
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包括支援セン

ター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

 ページが１枚抜けていまして、33ページと34ページの間に１

枚Ａ４のペアで追加する用紙というのがございます。ですの

で、34ページからということになっております。 

 まず、重点的に取り組むべき業務ですけれども、多世代にわ

たって広く、地域住民に地域包括支援センターを知ってもらう

ための工夫ということと、それから③になりますけれども、ち

ょこっとボランティア等の支え合いネットワーク事業を広く市

民に知っていただいて、地域の見守りとか０次予防の取り組み

につながっていくような活動の機会を開拓していくというよう

な、その辺りを主に重点的に取り組んでまいりました。 

 そして、振り返りのところの成果のところですが、１つは地

域福祉、さっき土足で上がれるとおっしゃっていたんですが、

土足では上がれないんですけれども、地域福祉アンテナショッ

プのほうに、包括支援センターは私どもは砂川園という老人ホ

ームの中にあるので、日頃地域の方がふらっと立ち寄りづらい

ということなんかも考慮して、アンテナショップのほうに出張

包括をスタートしました。月２回という回数ではあるんですけ

れども、地域住民により身近に感じていただけるような講座み

たいなのを開いたり、先日はお正月だったので甘酒をふるまっ

たんですけれども、ちょっとずつ、具体的な包括支援センター

に来ていただくような相談にはつながってはいないんですけれ

ども、立ち寄ってくださった方が帰り際に「ここに来るとほっ

とするわ」とおっしゃってくれたのが、ここがこの方にとった

ら居場所の一つになってくれたのかなという感じがして、そう

いう意味でも一つ成果なのかなと思っています。 

 あとは、もう一つ、私どもの圏域は老人ホームとかこうした

施設がとても多い地域なんですけれども、その中の一つのグル

ープホームさんと共催で、高齢者の見守り・声かけ訓練なども

開催をしています。 

 こういったことですとか、あとちょこボラＬＩＮＥも私ども

活用して、ちょこっとボランティアさんの活動の場をもっとつ

くって、活動の場をもっと開拓していこうということでこうい

った見守り・声かけ訓練ですとか、もう一つは認知症サポータ

ー養成講座では高齢者の方がちょこボラさんに登録してくれ
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て、読み聞かせのおばあちゃん役を務めてくれたりとか、そう

いったところで市民の方々に活躍していただく機会をつくって

いきました。 

 本当にたまたまなんですけれども、高齢者のお願いした方

が、数年前にはほかの地区の小学校でお作法の講師を実際に学

校の教壇に立ってやっていらしたということで、認知症の養成

講座ではあるんですけれども、それとはちょっと離れてしまっ

たけれども、お作法のところで、ご高齢者と日頃接点が少ない

ようなお子さんたちにも、その高齢者の方のお話にすごく耳を

熱心に傾けていましたけれども、何か本当にそれこそ０次予防

につながったり、講座の狙い以上にこれは効果があったなと思

っています。 

 それから、１の第１層のところですけれども、こちらのほう

も地域活動の参加の機会が０次予防とか地域力の強化につなが

っていくための仕掛けづくり。仕掛けづくりというととても大

げさなんですけれども、そういったことを少し頑張ってきまし

た。 

 １つは、まちねっとで、５月発行のところに圏域のサロンを

全部並べたら50以上だったんですけれども、サロンの一覧を全

部見開きで掲載をしましたら、これは思いのほか反響がありま

して、その中で問い合わせはあるんですけれども、定員がもう

満たされているので新たなご案内ができないとか、そういった

ことは幾つかあった中で、１つ新しくつくろうということで、

地域の方とまた協力をして拠点が１つできたということがあり

ました。 

 次のページにいきまして、２の第２層のところです。こちら

のほうも認知症の理解を広めるための取り組みですとか、そう

いったことを頑張ってきましたが。 

 小地域ケア会議ですけれども、今年は「再発見！魅力あふれ

る私の町」、昨年は実は私たちの圏域のいろんな施設とか場

所、そういったものを発見していこうということを取り組んだ

んですけれども、今年は私たちの地域で活動する人たちに焦点

を当てて開催をしたというのが一つの成果です。 

 地域課題と照らし合わせながら、地域福祉コーディネーター

の強みである世代を問わない住民活動の支援から得たネットワ
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ークを活用して、その中からゲストを選定をして、インタビュ

ー形式でいろんな活動に至ったきっかけとか、実際の活動の内

容とか、そういう活動を通して感じたいろんな思いとか、そん

なことを会議の参加者と共有したということがあります。 

 日頃、ケアマネさんも忙しい中で、なかなか地域の社会支援

まで目を向けて結び付けるというところの余裕がないことが多

いと思うんですけれども、介護サービスの枠を超えて地域の人

の資源のつながりを知って、今後の地域課題解決の可能性につ

いて検討したというのが良かったなと思っています。 

 あと、これも小地域ケア会議でのなるべくそういう機会とい

うふうに捉えて心がけてきたのが、36ページの７番目のところ

になりますけれども、今年第９期の高齢者福祉介護計画のスタ

ート年ということで、循環図も読み解いていくのが一般市民の

方にはなかなか難しい部分もあるのかなと考えて、なるべくや

さしい言葉だったり、あと一度じゃなくてちょっとずつ小出し

に説明をするということを、なるべく小地域ケア会議の冒頭に

組み入れて、皆さんに理解していただくというような機会にし

ていきました。 

 報告は以上になります。 

 

事務局 

 

 続きまして、にしき福祉相談センター、お願いいたします。 

 

にしき福祉相

談センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 にしき福祉相談センターです。よろしくお願いいたします。 

 福祉相談センターの小冊子のほうの８ページから３ページが

福祉相談センターに該当いたします。要点のみの簡単な報告と

させていただきます。 

 まず、１ページの重点的に取り組む業務、次年度それを取り

組むということで、これは令和５年度、一昨年から取り組んで

おりますしゃべり場というところの活動になります。地域福祉

アンテナショップ登録を現在も行っておりますけれども、これ

は法人以外の問題もありますので、検討していきたいと思いま

す。 

 実は、柴崎町にも同じようにこういった活動をしている場所

がありますので、そちらのほうを登録するかどうかということ

も含めて考えていければいいなというところです。 
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 このしゃべり場ａｔオンニを通して以降の１層、２層、３層

のところにも重なるというかつながる部分がありますので、そ

の点を含めてご説明します。 

 まず、しゃべり場のところで、実は６年度から始めてちょこ

っとボランティアさんの活動を７月ぐらいから開始しておりま

して、大体３名か４名の方が継続して活動していただいてい

て、ちょこっとボランティアについては、福祉相談センターは

そういった活用の仕方について十分に理解できていなかったと

ころがありましたけれども、そういう活動を通してちょこボラ

の意義とか活動について学ぶことができましたし、関係性もで

きてきたというところでございます。 

 あと、このしゃべり場を通して、予防教室もそうなんですけ

れども、やはりその活動を通して評価、分析などを地域で行っ

ていく必要性がありますので、そういったことを単年度ごとに

見直しをしていくということが必要かと考えております。 

 次に、第２層の地域への福祉相談センターの周知活動に関し

ましては、地道に何年越しですか、５～６年になりますけれど

も、アウトリーチという形で福祉相談センターの機関紙を持参

しまして、多くは商店あるいは集合団地、そういったところに

顔の見える関係性づくりを地道に行ってきまして、最近では

時々その反応というのが、顔を覚えてもらえるようになった

り、そういったことが少しずつ見えてきたかなというところ

で、次の段階にそれをどういうふうに活用していくかというと

ころ、結び付けるところが、今のところ課題かなと考えており

ます。 

 次に、ネットワークのところですけれども、実は福祉相談セ

ンターは、ご承知のとおり居宅介護支援事業所を兼任している

関係で、特定事業者さんの中で法人との合同事例検討会という

のを開催する必要がございまして、その中で５～６カ所の法人

の居宅介護支援事業所の主任ケアマネジャーとの幹事会という

のを２カ月に１回の感じで開催しておりまして、その中から関

係性をつくるというか、福祉相談センターの業務等についても

機会があるごとにお伝えしていきますし、それは先ほどわかば

包括さんのほうからもお話がありましたように、事例検討会を

通してケアマネジャーさんが考えているいろんな困り事とか、
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そういったことを聞く機会もありまして、やはり新人さん同士

の悩みとか、あるいはベテランさん同士のつながりとか、そう

いったものはやはり一緒くたにはできないなというところが課

題として私たちが感じたところがございました。 

 最後になりますけれども、一昨年から３福祉相談センターの

合同ミーティングの可能性も開催するようになりまして、Ｚｏ

ｏｍでの開催、あるいはセンター長さんが集まって振り返りと

かを行っております。その中で、やはり福祉相談センター固有

の悩みがあったり、課題であったりとか、そういったものを話

し合うことによって、共通認識を持つことができたことが大き

な成果かなというふうに感じています。 

 報告は以上になります。 

 

かみすな福祉

相談センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かみすな福祉相談センターです。よろしくお願いいたしま

す。かみすな福祉相談センターは４ページ目からです。 

 重点的に取り組むべき業務ということで、こちらにも書いて

ございます地域福祉アンテナショップを中心にお話ししたいと

思います。 

 ４月からアンテナショップに登録しまして、大空カフェとい

うことで月１回開催と、隔月でそらの会という介護をしている

方たちのおしゃべりする場と、あと隔月でボッチャというのを

開催しております。 

 ボッチャに関しては、かみすな包括さんにちょこボラをお願

いしまして、そこに来てくださった方がまたボッチャにお手伝

いに来てくださるということで、直接もうその方と連絡を取り

合ってお手伝いをお願いしています。 

 大体それで月に30名ぐらいはセンターに来ていただけるとい

うことになりました。 

 その集まりの場から派生して、ちぎり絵というのが今年度の

４月から何となく始まったんです。それで、２の地域の第２層

レベルに行くんですけれども、第２層の重点的が大空カフェと

いうのが立川市全体で広報で掲載しているのなら、ちぎり絵と

いうのが本当に地域密着といいますか、口コミで少しずつ広ま

っているというような形になっております。最初は10人前後だ

ったんですけれども、いろんな方が誘い合いまして、12月に作
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品展を１回やってみようかというのでお茶会を兼ねて作品展を

しました。で、作品展をしましたという報告をかみすな通信と

いうのに載せたところ、図書館の中に掲示しているんですけれ

ども、それを見た方が今年１月のちぎり絵に３名ほどお越しい

ただきまして、どんどん広まっていけばいいなという形になっ

ております。 

 その中でも、ある参加者さんが５月に立川アートギャラリー

というのがＲＩＳＵＲＵホールであるそうで、それに出してみ

ないという声をかけてくださった方がいらして、それを皆さん

にモチベーションを高めるためにどうかというのをこの前にお

知らせして募っております。 

 そして、この第２層レベルで、老人会なんですけれども、今

年度２回ほどお声をかけていただいてちぎり絵をやったり、あ

と相談センターというＰＲ活動ですか、そういうのもさせてい

ただいていました。 

 次のページの総合相談窓口機能ということで、立地的に来所

者も多い場所でして、電話相談と来所という対応しているんで

すけれども、時にはやはりアウトリーチというのも行っており

ます。 

 周知活動として、また今年度も脳トレマラソンというのを１

回、７月に行いました。そこで初めてこういう場所だというＰ

Ｒ活動もしまして、また好評をいただきました。 

 あとは、先ほどにしき福祉相談センターからもありました９

の連携ですか、福祉相談センターミーティングというのを年３

回で、来年度は年間予定にも組み込まれていまして、今度はわ

れわれでテーマを決めてやっていくということで。医療・介護

フェスでは、相談センターでボッチャをやりまして、皆さん好

評で楽しんでいただきました。 

 あと10の人材確保と育成なんですけれども、やはり人材が不

足していると感じております。パネル展に参加させていただい

て、そのパネルですが、今年１月に子ども会との合同で新春ボ

ッチャ大会というのをやったんですが、そこにいらっしゃる砂

区連のこの父兄の方たちにもＰＲしようと思って、そのパネル

を入り口に飾ったりさせていただきました。 

 今後もそういうふうに目につくところに置いて、地道ながら
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に人材確保の活動をしていこうかなと思ってまいります。 

 かみすな相談センターからは、以上です。 

 

にしすな福祉

相談センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 にしすな相談センターです。よろしくお願いします。ページ

としましては７ページからになります。にしすな相談センター

がお伝えすることは２つのみになります。 

 まず、１点目が、７ページ目の１の地域包括ケアシステムの

構築というところになりますけれども、こちらの２行目になり

ますけれども、相談センター１階で近隣のデイサービス、名前

が書いてありますけれども、デイサービスむすびさんに会場を

提供しまして、11月に２日間をかけて展覧会、作品会というの

を開催いたしました。 

 近隣の方々、むすびさんの利用者さま、ご家族さま、それと

幼稚園児と言っていいんでしょうか、近隣の幼稚園児とか保育

園のお子さんたち、そういった方々の来場がありまして、およ

そ300人ぐらいの方々がこのむすびさんの利用者さんの作品展を

見にきてくださったということがありまして、こういった交流

会ができたのが良かったなと思うのが一つです。 

 それと、２つ目に、これは１個戻るんですけれども、同じペ

ージの重点的に取り組むべき業務というところになりまして、

回答しているところに若年性や障害、困窮などの相談も増えて

きたと、この１行だけなんですけれども、この上の行の２段目

に、また高齢者のみならずヤングケアラー、障害困窮問題など

他分野の相談となっていますけれども、先ほども何度かお話が

ありますけれども、相談センターであるのと同時に、ケアマネ

ジャーの事務所でもありまして、こういった相談が増えてきて

いるなというのが印象でございます。 

 ケアマネジャーとして相談が入るんですけれども、基本的に

は高齢者の方のデイサービスに通いたいですとか、車いすをレ

ンタルしたいですとか、そういった相談がありまして、ケアマ

ネジャーとして介入していく中で、実はおうちの中でそのおば

あちゃんを中学生の子が介護していたとか、別室に閉じこもり

きりの引きこもりの方がいたりとか、そういったのが見えてく

ることがあります。 

 最初の相談でデイサービスに通いたいですとか、そういった
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相談には全く分からなくて、深く入れた時にこのヤングケアラ

ーだったり、もろもろの相談が見えてくるというのが今年は多

かったので、非常にそういったところに深く介入できるのが重

要なんじゃないかなと思った次第であります。 

 最初の相談で、うちの孫が介護していて大変なんですとか、

そういった相談は入り口としては一切ないと思っております。

われわれがいかにして深く入り込めるかが重要なんじゃないか

なと思った１年でありました。 

 以上です。 

 

事務局  センター長の皆さん、ありがとうございました。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

会長  はい、ありがとうございます。大変幅広く報告いただきまし

てありがとうございました。 

 それでは、委員の皆さんからご意見、ご質問、感想などでも

結構です。お１人お１人いただきたいと思います。今、お手元

にマイクがあるのは、じゃあ、Ａ委員からお願いしましょう

か。ずっと順番に回していただきます。 

 

Ａ委員  ２号被保険者代表のＡです。よろしくお願いします。 

 まず、皆さん、０次予防、高齢者の方の居場所づくりという

ことでさまざまな取り組みをされていて、本当に頭が下がる思

いです。どうもありがとうございます。 

 その中で一番やはり関心があったのは、たかまつ包括さんの

にしょぼらです。 

 私もこのＡＣＰをどういうふうに地域に浸透させるかという

のを研究していて、その中で一番課題になっているのはやっぱ

り大きく言うと国民への福祉教育というところで。やはり人が

どうやって亡くなるかとか、死生観もそもそもそうですし、高

齢者の実態とか、今の生活スタイルの中でなかなか知ることが

ないと。長い年月をかけて皆さんが日本の文化の中でやはりＡ

ＣＰは大事だなとは思うんですけれども、じゃあ、何が大事な

のかとか、選択する時に何が必要なのかというのはなかなか分

からないと思うんです。それは、地域の皆さんの問題ではなく



27 

て、私はそういう教育をしてこなかったという日本の構造の問

題があると思います。 

 そういう意味も含めて、このにしょぼらさんは、小学生の段

階からこういう教育をしていくことはすごく大事だなと思って

いて、本当にすごく感銘を受けました。 

 一昔前だと、よく命の授業とか、難病みたいな、そういう方

たちが障害を乗り越えて成功していくというような、そういう

サクセスストーリーを見て、みんな感動して頑張ろうねみたい

な、それ自体は悪くないんですけれども、そういう福祉教育と

いうのが多かったんですけれども、私はやっぱりこういう孤独

の高齢者の問題とか、もっと身近な問題をもっと広く勉強する

べきだと思っていて。 

 私も今は中野で働いていて、地域包括さんと学校教育みたい

な話もするんですが、やっぱり教育の現場は今はやることが山

積で、こういうところを取り組もうという学校さんが少ないみ

たいなので、なかなかこういうのは大事だなと思うんですが、

できないなと思っていた中で、まさに理想的なことをされてい

るというところで、すごく参考になるなと思いました。 

 私の息子もこの春から小学校に行くので、二小じゃないんで

すけれども、ぜひこういった勉強をする機会を幅広くつくって

くださったらうれしいなと父親としては思いました。 

 ありがとうございます。 

 

会長  では、Ｂ委員、お願いします。 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 Ｂです。皆さん一所懸命やられているんで、よく分かりまし

た。それと、これ、書類が多くて大変ですね。昔は少なかった

んですね。手描きだったから。今は何か書類が多過ぎるような

気が私はします。 

 これだけ多いと読むのが大変なんで、もしも大切なところは

アンダーラインを引くとか、字を大きくしてもらうとかしても

らえば分かりやすいんじゃないかなと思いました。 

 それと、資料３の立川市に住んで良かったということは、私

は非常にいいことだろうと、大切だと。あとは、資料４の15ペ

ージの認知症になったら視覚的に訴える方が有効だということ
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も非常によく分かりました。 

 以上です。 

 

会長  はい、ありがとうございます。では、Ｃ委員、お願いいたし

ます。 

 

Ｃ委員  利用者を代表して参加しますＣと申します。 

 去年の10月から要支援１で機能訓練の施設に通って、去年の

10月か９月の更新の時に要支援２になって、今は月・木で通っ

ているんです。最初は木曜日の方しか顔見知りにならなかった

んですが、月曜日は女性の参加者が多いです。大体木曜日が男

性が６名、女性が４名ぐらいだったのが、月曜日は男性が５

名、女性が10名です。年齢的には、私はどちらかというと一番

年が若いほうで、主に病気になって脳卒中とか脳梗塞をやった

方とか骨折をした方が機能訓練するためにいろんな体操なんか

をやっている。私も機能訓練に参加するとおなかもすくし、夜

もよく眠れる。で、大変ありがたい施設だなと思っています。 

 やっぱり今もう15年ぐらい前からこういう介護が必要な方の

ために東京都の介護予防リーダーの研修を受けて、廃校になっ

た学校で体操の指導の先生を招いて、介護予防の教室をやって

いるんです。うまくいくと月・木・土と、それは１カ月に２回

だけなんですが、それが結構体操をやる機会が多くなってき

て、自分で言うのもなんですが、筋肉がついてきた、そんな感

じがして、これからも何とかみんなに負けずに、目標を持って

やったほうがいいと思うんで。例えば１分間の器械運動だった

やつを90秒の1.5倍にして、それも時間をかけるとよくないんで

50回やろうと、そういうように自分で目標を決めてやると、何

とか張りがあるんで、そういう形で運動していて。 

 今、ずっと聞いていて、包括の方のご苦労は本当に大変だな

と思って、定期的に訪問してくださるケアマネさんに相談した

り、あと感謝の気持ちを伝えたいと思って、来た時にはお話を

しています。 

 以上です。 

 

会長  では、副会長、お願いします。 
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副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お疲れ様でございます。よろしくお願いします。 

 ここで多岐にわたる中で、居場所づくりとか、かなりいろい

ろ工夫され、人が集まってきているということで。行けと言っ

ても行くところではないと。やっぱり自発的に行ってみたいな

というふうに関心を持っていただく、そういう意味での居場所

づくりをしていただきたいなと。 

 あと、ちぎり絵じゃないですが、展覧会、それはやっぱりい

い取り組みかなと。どこかで成果を発表できるといいので、そ

ういうのもつくっているのかなと。 

 あと、Ａ委員がおっしゃったけれども。たかまつ包括の取り

組みは、多くの地域で実現できたらいいかなと。 

 子どもたちというのはやっぱり本当に感銘力というのがすご

いと思いますので、どこかでそういうことを学ぶ機会がある

と、本当に他人事ではない高齢者福祉だと思うので、少年老い

やすくなんて言いますけれども、すぐにいつの間にか高齢者に

なってしまって、今度は当事者になってしまうというところも

あるんで。あと、地域での担い手というところで、そういう活

動を広めていただければなと思いました。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。では、Ｄ委員、お願いします。 

 

Ｄ委員  各地域でそれぞれ０次予防のところを皆さん工夫されて、い

ろんな名前を工夫されたりとか活動していて、とても素晴らし

いなと思いました。皆さま、目標をある程度達成できた、50％

以上のところが多くて、１年間の成果もよく感じさせていただ

きました。 

 そのゼロのところからちょっとしたさざ波を立てればいろん

な大きな波が起こってくるんだなという活動をいろんな文面か

ら見せていただいて、そういうことを考えるのも私にはできな

いことなので、いろいろ工夫していっていただきたいなと思い

ました。 

 やっぱりたかまつ包括のところは私もすごく感銘を受けたん

ですけれども、やっぱり死の授業とか、そういうのが必要だな
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とずっと思っていて。今、死が病院に切り離されている時代で

すので、これから高齢者がどんどん増えていく多死社会に行く

に当たって、やはり子どもの頃からこういうふうに死と向き合

っていくというか、それが当たり前のことで、そこを教育して

いくというのがものすごく大事ですし、それは全体が負うべき

ことだと思うんです。立川の中でもいろんな地域でやっていけ

たらいいし、もし手伝えることがあれば私たちも協力したいな

と思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

会長  では、Ｅ委員、お願いします。 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全体的にどのセンターも０次予防というのが一つキーワード

として上げられるかなと思って。私は歯医者なので歯科と０次

予防というのは何か接点はどうかなといろいろ考えるんですけ

れども。今はやっぱりオーラルフレイルの話をする機会が実は

多くて、０次予防とはちょっと違うかもしれませんけれども、

例えば食べるということに関して硬いものがちょっと食べにく

くなったから柔らかいものを食べようかなと。そうすると、食

べるのはやっぱり筋肉、口を動かすにも咀嚼（そしゃく）する

にも筋肉が必要ですので、その筋肉が低下する。そうすると、

また食べにくくなる。それがすごくゆっくりでなかなか気付き

にくいんですけれども、負の連鎖、負のスパイラルに陥ってい

く、それが最終的に口腔機能の低下を招いて身体機能の低下に

もつながっていくんだなんていうことが言われておりまして、

その辺を話す機会がここのところちょこちょこあるんです。昨

年も健康フェアとか、介護予防教室とか、あとは訪看さんから

の出張暮らしの保健室ですか、そういうところから依頼を受け

て、今年ももうはごろも包括からも介護予防教室で話す機会が

ありましたので。 

 そういうところを歯科としても、今は虫歯や歯周病の治療を

するだけじゃなくて、口腔機能低下症という病名もあるぐらい

なので、口の機能全体をひっくるめた、そういうのに目を向け

るという方向にやっぱり歯科のほうも向いていますので、その

辺を周知させていくことができればなと考えているところで

す。 
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 それには、そういう話す機会を設けていただければと思いま

すので、もしそういう依頼があれば喜んでやりますので、今後

ともよろしくお願いいたします。 

 

会長  では、Ｆ委員、お願いします。 

 

Ｆ委員  ケアマネジャーのＦです。よろしくお願いします。 

 事前に読んで、全センターからこれだけの報告をいただけれ

ばもう何かいっぱいになるんですけれども、意見も最後なんで

あえて言うことはあんまりなかったりして。もう日頃から各セ

ンターさんがやっていることはよくやっていらっしゃるという

ところで、特に言うことはないです。 

 なので、切り口を変えて、この報告書のあり体なんですけれ

ども、普段いただくこの後にも出る業務報告とかも、今日もそ

うなんですけれども、この文書の中に出るんですけれども、括

弧付きで、市民の方の意見とかありじゃないですか。こうだっ

たとか、あれがよかったわねとか。あれというのは多分現場で

はもっと本当はあるんだと思うんです。そういったことを知り

たいなというか、こういたところに、良し悪しとか是々非々じ

ゃないんで、どんな意見でもいいんで、僕らはそれらと普段触

れ合う機会がなかなかどうしてもないんです。なので、こうい

ったところに、ネガティブ、ポジティブ、何でもいいんですけ

れども、こういう話があったぐらいの報告で構わないんで、あ

るとより良い報告書になるんじゃないかなと感じました。 

 あと、もう一点。次年度に向けて、昨今はオレオレ詐欺絡み

のものとか、今じゃあもう殺人強盗みたいなものまで含めて高

齢者が危険にさらされて、国分寺でも去年ありましたけれど

も、あの辺は狙われているみたいなので。あと、いわゆる一般

的な地震とか、これだけ気候変動があると火災とか、いわゆる

防災に関してわれわれはなかなか取り組めないんですけれど

も、包括支援センターさんとか、相談センターさんの辺りだと

地域の方とより密接にお話し合いなんかもできるんだろうと思

うので。 

 ちょうどたまたま、宣伝するわけじゃないんですけれども、

僕らは普段主任ケアマネの集まりもやっているんですけれど
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も、明日の午後、ちょうど主任ケアマネのＢＣＰの委員会の主

催で、東日本大震災、あの時、あの瞬間にケアマネジャーをや

っていた宮城県のケアマネさんにご足労いただいて２時間のお

話が聞けるという機会を社協さんのほうでやらさせていただく

んですけれども、僕は非常に、楽しみじゃないんですけれど

も、貴重な話が聞けるんだろうなと。今後に生かせるのかなと

思って。その後の飲み会も企画させてもらって一緒に飲みに行

くんですが。そういった感じの広い意味での防災というところ

にも、次年度以降また重点的に取り組んでいただけるといいか

なと思ったりもしました。 

 以上です。 

 

会長  皆さんからご意見をいただきまして、大変ありがとうござい

ました。このご意見をまた参考にしていただきまして、来年の

実施計画の策定に向けていただきたいと思います。 

 

事務局  会長からもお願いいたします。 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 私の発言の機会をいただいて、ありがとうございます。で

は、時間も限りがありますので、手短にと申しつつ、いろいろ

言うかもしれませんが。 

 全体的な感想としては、本当に素晴らしいいろいろなところ

に取り組んで、特に地域包括ケアシステムの構築、社会資源の

活用、ネットワーク化というような観点のところ、お褒めの言

葉はほかの委員からもありましたけれども。 

 積極的に取り組んでいることは立川の地域包括支援センター

としても大きな特徴だし、誇らしい、とても自慢のできるとこ

ろでありまして、本年度もその辺を強く非常に尽力いただいた

ことをうれしく思います。ありがとうございました。感謝申し

上げたいと思います。 

 今年度は相談センターの３センターの皆さまがこの辺のとこ

ろを大変注力していただいているなということが伝わってきま

して、数年前から比べるとえらい違いになってきて、素晴らし

い、充実してきたと思いました。本当にありがとうございま

す。相談センターの皆さんのご尽力、ありがとうございまし
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た。そこはとってもうれしかったところでございます。これが

１つ。 

 ２つ目には、資料４の５ページのところで、基幹型の報告の

中です。５ページの一番下のところです。①②公式ＬＩＮＥの

具体的な運用については各包括に一任されており、更新の頻度

や内容にばらつきがある状況と、確かにそうなんですが、各セ

ンターに競っていただいているのかどうか分かりませんが、独

自にＬＩＮＥを活用していただいていて、ここにも頑張ってい

ただいているというのがよく分かりました。 

 私は、邪道かもしれないんですが、全センターを登録させて

いただいておりまして、皆さんからの発信を拝見させていただ

いています。本当は、皆さん、地元の登録者の方向けなんです

が、私の登録も引き受けていただいていて、とても勉強になっ

ております。皆さん頑張っていただいているなと思っていたん

ですが。 

 次年度に向け、効率的な情報の受発信がなされるようという

ことで、これは基幹型の取り組みなんでしょうが、次年度に向

けと言っているのは、先ほどのご説明だとあとの１、２、３月

で頑張ろうと思って、令和７年度に向けという意味なんです

か。それとも、令和７年度ではということなんですか。効率的

な情報の受発信がなされるようプロジェクトチームをつくると

いうのは、来年度に向けてか、令和８年度に向けてわれわれが

取り組むという話なのかどうなのか。ちょっとそこのところだ

け確認したかったんです。 

 じゃあ、それだけ簡単にお答えいただきましょう。 

 

事務局  高齢福祉課からご説明させていただくと、現在、無料のアカ

ウントを使っておりまして、情報発信できる回数が決まってい

ます。始めた当初はそれで十分でしたが、センターによっては

足りないセンターが出てきまして、有料のアカウントを使うと

もう少し発信できる回数が増えるということがありますので、

どう取り扱っていくかということを考えていきたいという話が

出ております。１月に100人分しか送ることができないという無

料のアカウントと、3,000円ぐらい払うとそれが解除されてもう

少し発信できるというものがあるようなので、それを基幹型地
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域包括支援センターで情報を取りまとめて、各センターでそう

いった対応ができるかどうか確認していきたいということでご

ざいます。 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございます。そういう心配をするぐらいのレベル

になってきたということですね、登録数が多くなったというこ

とで、ありがとうございます。素晴らしいと思います。 

 ３点目としてお聞きしたいのが、資料の20ページ。たかまつ

包括さんのご報告の中で一番下のところ、①自治会長に小地域

ケア会議の参加のお願いに伺ったが、うまく参加にはつながら

なかったということで、残念ですね。自治会長さんに来ていた

だくとだいぶん話が変わってくると。ただ、確かに自治会長さ

んにもいろんな方がいるんで、なかなかこれはハードルが高い

話かもしれないと思います。私も地元で単一の自治会長をして

おりますし、保険医療部長も自治会長さんで、自治会長もなか

なかいろんなことをやっているんで、こういうところにはなか

なか出てきてくれないというのは実感としてよく分かりますけ

れども。 

 これの報告を読んでいて、また全体を通して、小地域ケア会

議も皆さんは非常によく頑張っていただいていて、工夫してい

ただいていて、ここでは読み取れない中で日頃から聞いている

話だと、小地域ケア会議にお呼びするメンバーは多種多様だな

と。センターごとにばらつきがあるなと感じています。そこが

一つのセンターごとの工夫があるなと思って。 

 ぜひ、そこの、ここを呼んで良かったというような情報は共

有なさっているんでしょうか、センター長会議とかで。ぜひ共

有していただいて、よりよい小地域ケア会議の構成メンバー、

構成メンバーの話です、私が今注目しているのは、してもらい

たいなと思いました。こういうたかまつ包括の自治会長さんに

当たっているという積極的な姿勢は素晴らしいなと思いまし

た。そのほかのセンターの方も積極的な取り組みが素晴らしい

なと思いました。 

 それから、４点目に、34ページです。かみすな包括さんの報

告の重点的に取り組むべき業務で、①から③のご報告をいただ

いているんですが、①から④までやることになっていて、④の
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ＢＣＰの話が記載がなかったので、これはどうなのかなという

ところが気になったというところでございます。 

 それから、５つ目としましては、私も皆さんがおっしゃると

おり、にしょぼらの話が素晴らしいなと思いました。にしょぼ

らの生徒さんが、先ほどの報告の中にはなかったですけれど

も、民生委員の会議にも、２月３日と言っていましたか。第３

地区、第３地区というのはたかまつ包括のエリアですが、たか

まつのほうの民生委員ですけれども、定例会に小学生が来る

と。 

 

たかまつ地域

包括支援セン

ター 

 

 今日でした。 

 

会長  今日でしたか。 

 

たかまつ地域

包括支援セン

ター 

 今日でした。交流会をまた開くので、それの小学生が作った

チラシを持参して、民生委員さんにお願いを、５～６人が来て

いました。 

 

会長  そうですか。素晴らしいなと思って。非常に学校も積極的で

すね。そういうところに小学生を行かせることをＯＫとすると

いう。民生委員の定例会に小学生が来たというのは多分初めて

じゃないかなと思います。今月は副市長も来て１時間以上聞い

ていたりしたんで、これも画期的ですけれども、非常に小学生

が積極的で素晴らしいと思いました。 

 これはひとえにお話にもありましけれども、立川市民科とい

う、立川が特区みたいに申請して、正式科目なんですね、立川

の場合には立川市民科というのが。よりよき市民になる学び

と、一言で言ってしまえばそういうように私は解釈をしている

んですけれども。とかく地域を知り、地域を学ぶというところ

にとどまっているケースが多かったんですが、最近はまたちょ

っとアクセルが入っていろんなことに取り組んでいるんです

が。いろいろ成果として商業ベース、商業ベースと一言で言っ

ちゃうと乱暴過ぎるんですけれども、商店街との連携です。コ
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ミュニティービジネス的なところをやってみたり、そういう大

きな成果は出ているんですが、ぜひ福祉関係も頑張りましょ

う、負けずにぜひお願いしたいと思います。 

 今日、私は午前中は若葉台小学校で小学校６年生90人ぐらい

で模擬投票をやったんです。投票に行きましょうというので。

非常に学校はそういう立川市民科に力を入れています。追い風

です。チャンスです。ぜひこういうことの福祉教育にも力を入

れていっていただくとうれしいなと思えたと、これはいい事例

の報告です。 

 ざっと私の感想としては以上でございます。よろしいでしょ

うか。 

 それでは、とても充実したご報告と、充実したご意見をいた

だきまして、ありがとうございました。 

 では、次へまいりたいと思います。 

 ３（２）実施方針（案）についてです。事務局からご説明を

お願いいたします。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お時間の都合で、協議事項の（２）（３）、地域包括支援セ

ンター実施方針（案）と福祉相談センター実施方針（案）を一

緒にご説明させていただきたいと思います。資料は５、６をご

用意ください。 

 資料５は、地域包括支援センター事業実施方針（案）となり

ます。こちらは本日承認されましたら、先ほどの説明のとお

り、こちらを基に先ほどの振り返りとともに来年度の計画を立

てていくものとなります。 

 まず、資料５、資料６の１のところですけれども、こちらに

つきましては、第１層の実施方針（案）ということで、地域包

括支援センター、福祉相談センター、同じものになっていま

す。 

 かいつまんで説明させていただきますと、①は０次予防の取

り組みです。 

 ②につきましては、新たな取り組みとなっておりまして、持

続可能な社会経済の確保ということで、ビジネスケアラー支援

に取り組んでいきたいと考えております。今までは老老介護、

認認介護など、高齢者が高齢者を介護するというような形です
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とか、例えばお嫁さんが高齢者を介護するというような視点で

の家族介護者支援を行っておりましたが、来年度は働く者が介

護をするということに視点を置いて対応していきたいと考えて

おります。こちらに関しては、介護離職の防止ですとか、経済

損失の縮小、高齢者虐待の防止に役立つと考えております。 

 ③につきましては、住民自らが地域づくりに参加できるよう

な仕掛けづくりと考えておりまして、地域包括支援センター、

福祉相談センターが直接動くのではなくて、住民をやる気にさ

せて、住民が地域づくりのために自ら動くというようなことを

視点に仕掛けていきたいと思っております。 

 ④につきましては、要でありますセンターの持続可能な業務

の確保ということで、業務の振り分けですとか、人材確保・定

着・育成について力を入れていきたいと考えております。 

 ⑤につきましては、地域ケア会議で１年をかけて令和６年度

は認知症のことを取り上げて、みんなで検討を進めてまいりま

した。その中で出てきたキャッチフレーズとなりますが、「認

知症になっても、何かを諦めなくてもよい立川市（地域づく

り）を目指す」ということで、キャッチフレーズが出ましたの

で、こちらの実現について取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

 認知症が始まったことで仕事を辞めなければならなくなった

り、通い慣れたサロンへの参加を家族がお母さんが認知症にな

ったのでもう通いませんということで利用をストップさせてし

まったり、サロンの仲間からあの人はちょっとおかしいという

ことで排除されてしまうこと、あとは同じ物を何個も買ってき

てしまうのでもう買い物は行かなくていいと、それについては

娘さんが「私がやるからお母さんは言ってね」というような形

で、認知症になったことによって今までの生活を取り上げられ

てしまうようなことが散見されるというような報告がありまし

て、こういうことを諦めなくても済む地域づくりをしていこう

ということが地域ケア会議の中で発信されましたので、こちら

についてもしっかりと取り組んでまいります。 

 先ほどの説明のとおり、認知症地域支援推進員もこの１月か

ら全域配置になりましたので、推進員と共に地域づくりを進め

てまいります。 
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 資料５につきましては、以下２層の取り組みですとか、各項

目について書いてありますのでご覧いただければなと思いま

す。 

 特に４の①です。介護保険制度に頼らない生活のコーディネ

ートを意識するということも挙げていきたいと思っておりまし

て、腰が痛いからヘルパーを使いたい、だから介護サービスで

要介護認定の申請をするということではなくて、掃除をしてほ

しいということが介護保険制度に頼らずに地域の力ですとか、

ボランティアさんの力などを使って何とか解消できないかとい

うことを視点に置きながら、地域包括支援センター、福祉相談

センターでコーディネートしていっていただきたいと思ってお

ります。 

 資料６に移りまして、福祉相談センターの実施方針（案）に

なります。２の①の介護予防教室やまち歩き（地域アセスメン

ト）ということでお願いをしていきたいと思っております。 

 福祉相談センターの大きな役割の一つに介護予防教室の開催

がありますので、こちらを福祉相談センターが力を入れてやっ

ていただけるようになると、地域包括支援センターでの開催回

数が減りまして、ほかの業務に注力することができますので、

そのことを含めて福祉相談センターのほうでもご協力をいただ

きたいと考えました。 

 まち歩き（地域アセスメント）に関しましては、介護予防教

室を開催する際にしっかりとまちのニーズをつかまないと頑張

って開催をしても参加人数が少なかったということになります

ので、しっかりとまち歩き（地域アセスメント）をしていただ

いた上で、介護予防教室の開催をお願いしたいと考えておりま

す。 

 介護予防教室の開催だけではなくて、先ほどにしすな福祉相

談センターからも報告がありましたように、場所の提供を行う

ことによって、地域の事業所と一緒に連携するというような方

法もあると考えております。 

 それから、②の地域アンテナショップ、こちらも本日の振り

返りの中で何度も出てきたキーワードになりますので、引き続

き相談センターにお願いしたいと考えているところです。 

 あとはお読みいただければと思います。 
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 説明は以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。何か委員の皆さん、ございますでし

ょうか。これもまた随分と幅広く的を射った形の実施の方針な

のかなと思いますが。よろしいですか。これは大きく変わるも

のではありませんので、大体非常にご理解をいただいていると

思いますので。いただけていますでしょうか。では、この実施

方針を踏まえての実施計画作成へと進んでいただくということ

で。これはこの場で承認とか、そういう話なんですか。 

 

事務局  そうです。 

 

会長  では、お諮りします。皆さん、この実施方針で来年度はいく

ということでご異議ございませんでしょうか。 

 

         （「異議なし」との声あり） 

 

会長  ありがとうございます。では、この実施方針でいくという決

定を当協議会として決したいと思います。ありがとうございま

した。 

 それでは、次へ進んでまいりたいと思います。（４）地域包

括支援センター職員配置一覧についてです。事務局からご説明

をお願いします。 

 

事務局  それでは、資料７をご用意ください。地域包括支援センター

職員配置一覧（令和７年１月）となってございます。 

 こちらは、認知症地域推進員の配置に伴いまして人事異動が

ありましたので、ご報告申し上げます。 

 まず、ふじみ地域包括支援センターですけれども、10番の方

が新たに認知症地域支援推進員になりまして、今まで推進員を

やっておりました９番の方が看護師職、医療職に戻られており

ます。 

 はごろも地域包括支援センターの６番の方が新規採用という

ことで、認知症地域支援推進員になっていただいております。 

 裏面に行きまして、わかば地域包括支援センターの３番の方
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ですけれども、もともといた主任介護支援専門員や社会福祉士

としてわかば支援包括センターで従事していただいた方ですけ

れども、このたび認知症地域支援推進員の役を担うということ

で変更になっております。７番の方は社会福祉士さんですけれ

ども、こちらの方は新規採用ということで、12月からわかば包

括支援センターに入っていただいております。 

 さいわい包括支援センターにつきましては、先ほど自己紹介

がありましたけれども、２番の方が認知症地域支援推進員とし

て、もともと認知症地域支援推進員ですけれども、兼務となり

ましたので、地域包括支援センターの枠に戻られております。 

 かみすな地域包括支援センターの７番のところですけれど

も、現在採用試験中でして、今週も新たに採用試験があります

ということで予定されておりますので、間もなくご報告できる

ような状況になるかと思っております。 

 説明は以上でございます。 

 

会長  委員の皆さま、何かありますでしょうか。よろしいですか。

ありがとうございました。では、引き続きどうぞよろしくお願

いいたします。 

 では、（５）地域包括支援センター運営状況と課題分析につ

いて、事務局からお願いします。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 続きまして、資料８になります。令和６年10月、11月のご報

告となります。 

 先ほど、委員からももう少し市民の声を反映するようにとご

指摘がありましたので、次回に関しましてはまたその辺りも工

夫していきたいと思っております。 

 12ページからは、11月に開催されました小地域ケア会議の報

告なども載っておりまして、おっしゃるとおり参加メンバーも

まちまちになっておりますが、こちらが各地域の社会資源と考

えておりますので、ほかの小地域ケア会議にも参加するように

地域包括支援センターから声をかけていただければよいのでは

ないかなと思っております。 

 説明は以上でございます。 
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会長  委員の皆さま、何かありますでしょうか。大丈夫でしょう

か。ありがとうございます。 

 では、いったん次へ進みます。 

 （６）介護予防支援事業等における業務委託についてでござ

います。事務局から説明をお願いします。 

 

事務局  では、資料９をご用意ください。今回は、国分寺市西町にあ

りますケアプランセンタースクラムというところのご承認をお

願いしたいと思います。 

 委託する理由としましては、前事業所で担当しており、新事

業となってからも引き続き担当を利用者が希望しているためと

いうことで、もともとそのケアマネジャーにケアプランの作成

を担っていただいておりまして、新しい事業所に異動されたと

いうことで、引き続きお願いしたいということでございます。

国分寺市はわかば包括支援センターと隣接しておりますので、

特に問題がないかなと考えておりますので、ご承認をよろしく

お願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。何か委員の皆さんからございますで

しょうか。西町は若葉町と栄町の間に入り込んでいる感じの同

じ生活圏なんですね。特に気になるところはないですか。大丈

夫そうでしょうか。 

 では、大丈夫なのでお諮り申し上げます。ケアプランセンタ

ースクラムを業務委託先にすることにご異議ありませんでしょ

うか。 

           （「異議なし」との声あり） 

 

会長  ありがとうございます。では、ケアプランセンタースクラム

を業務委託先とすることに決します。ありがとうございまし

た。 

 では、議事の４番、その他に移ります。 

 （１）次回日程でございますが、事務局からお願いします。 

 

事務局  次回は第６回ということで、令和７年３月25日、302会議室を
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予定しております。 

 なお、令和７年度の日程につきましては、先ほど机上配布さ

せていただいておりますので、お忙しい皆さまですので、早め

にスケジュール登録をお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

会長  ありがとうございました。 

 では、最後に、何か言い漏れていたとか、これだけは言って

おきたいとかありましたら、委員の皆さん、センター長さんで

も結構です。また、市役所の方でも結構です。大丈夫ですか。

委員の皆さん、大丈夫ですね。ありがとうございました。 

 

副会長  それでは、令和６年度第５回の運営協議会を終わります。 

 皆さん、お疲れさまでした。 

 


